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Ｇ
Ｆ
Ｓ
　
今

《
恵
み
に
生
か
さ
れ
て
》

大

久

保

芙

由

子

　
東
京
教
区
Ｇ
Ｆ
Ｓ
の
今
は
、
教
会
で
活
動

し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
な
く
な
っ
た
こ
と
で

す
。
こ
こ
数
年
は
、
立
教
大
学
Ｇ
Ｆ
Ｓ
と
立

教
女
学
院
Ｇ
Ｆ
Ｓ
が
地
域
の
奉
仕
を
中
心
と

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
教
区
Ｇ
Ｆ
Ｓ
は
リ
ー
ダ
ー
が
数
人
居

ま
す
。
ま
た
、
Ｇ
Ｆ
Ｓ
は
賛
助
会
員
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
た
団
体
で

す
。
賛
助
会
員
も
年
々

高
齢
化
し
数
を
減
ら
し

て
い
ま
す
。
現
状
と
し

て
は
淋
し
く
心
細
い
こ

と
で
す
。

　
今
年
、
８
月
に
韓
国
で
、
世
界
Ｇ
Ｆ
Ｓ
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
は
盛
会
で
日

本
か
ら
も
代
表
と
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
が
大
勢
参

加
し
、
礼
拝
と
会
議
を
共
に
し
、
い
ろ
い
ろ

な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
分
ち
合
い
ま
し
た
。

東
京
教
区
を
代
表
し
て
二
人
の
大
学
生
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。
お
二
人
が
多
く
の
出
会
い

と
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
乗
り
越
え
て
、
共
感
を

と
も
に
で
き
た
喜
び
を
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

彼
女
達
、
一
人
一
人
が
今
ま
で
と
違
っ
た
窓
を

も
う
一
つ
持
っ
て
生
き
ら
れ
た
ら
す
ば
ら
し
い

と
思
い
ま
す
。
３
年
ご
と
に
世
界
の
ど
こ
か
で

行
な
わ
れ
る
世
界
大
会
、
そ
こ
で
は
想
っ
て
も

み
な
か
っ
た
こ
と
を
気
付
か
さ
れ
、
私
達
の
視

野
を
広
げ
、
思
慮
を
深
め
て
く

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｇ
Ｆ
Ｓ
世
界
祈
祷
日

礼
拝
の
式
文
は
国
々
が
持
ち
廻

り
で
制
作
し
ま
す
。
パ
プ
ア

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
や
ス
リ
ラ
ン
カ

等
小
さ
な
Ｇ
Ｆ
Ｓ
も
祈
祷
文
作
り
を
引
き
受
け

楽
し
い
も
の
を
送
っ
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
時
、
世

界
Ｇ
Ｆ
Ｓ
が
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま

す
。
私
達
は
日
常
的
な
小
さ
な
営
み
で
す
。「
互

い
に
重
荷
を
担
い
な
さ
い
」
の
標
語
に
恵
み
の

中
に
あ
る
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。

（
Ｇ
Ｆ
Ｓ
会
員
）

２００８年１２月１４日（第１１０５号）

- 4 -

１４（日）降臨節第３主日

主教巡回　聖マルコ教会

合同堅信式（主教座）

１５（月）信仰と生活委員会

１６（火）礼拝音楽委員会

１７（水）教役者レクイエム

　　　　　　　　　　　　（主教座）

正義と平和協議会運営

委員会

１８（木）教財務サービス・ＨＰ小の

　　　 合同委員会

２１（日）降臨節第４主日

主教巡回　池袋聖公会

２４（水）降誕日前夕

２５（木）降誕日

12
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
聖
書
の
主
日
（
降
臨
節
第
２
主
日

12
月
７
日
）
▽
野
宿
生
活
者
支
援
の

た
め
▽
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
▽
部
落
解

放
キ
リ
ス
ト
者
運
動
の
た
め

◆
教
役
者
レ
ク
イ
エ
ム

12
月
17
日
（
水
）
10
時
半主

教
座
聖
堂

説
教
　
井
口
諭
司
祭

▽
主
教
佐
々
木
鎮
次
▽
司
祭
奥
村
亮

▽
司
祭
岩
井
祐
彦
▽
司
祭
今
宮
良
治

▽
司
祭
吉
沢
直
江
▽
司
祭
貫
民
之
介

▽
司
祭
清
田
海
一
郎
▽
司
祭
富
田
孫

太
郎
▽
司
祭
竹
内
寛
▽
主
教
工
藤
義

雄
▽
司
祭
加
藤
九
十
九
▽
司
祭
秋
吉

光
雄

◆
と
こ
し
え
の
平
安

11
月
21
日
　
平
野
　
修
　
　
　（
74
）

清
瀬
聖
母

11
月
25
日
　
山
田
　
み
ち
よ
（
60
）

今週・来週 の 予 定

  １２月１４日～２７日

清
瀬
聖
母

12
月
５
日
　
石
垣
　
明
　
　
　（
82
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
聖
ア
ン
デ
レ

◇
日
本
聖
公
会
宣
教
１
５
０
周
年
記

念
礼
拝
【
会
場
・
時
間
変
更
】 

明
年

９
月
23
日
（
水
・
休
）
に
行
わ
れ
る
礼

拝
は
、
当
初
予
定
の
香
蘭
女
学
校
か

ら
「
東
京
カ
テ
ド
ラ
ル
聖
マ
リ
ア
大

聖
堂
（
文
京
区
関
口
・
カ
ト
リ
ッ
ク

関
口
教
会
）
・
13
時
半
～
」
と
変
更

に
な
っ
た
。

　
▽
正
義
と
平
和
協
議
会
・
講
演
会

同
時
開
催
　
１
月
10
日
（
土
）
14
時

か
ら
講
演
会
（
講
師
＝
山
本
雅
基
き

ぼ
う
の
い
え
施
設
長
）、15
時
半
か
ら

協
議
会
（
09
年
度
運
営
委
員
選
出
、

他
）。
い
ず
れ
も
教
区
会
館
３
Ｆ
。
照

会
な
ど
は
教
区
宣
教
主
事
宛
。

　
《掲
載
記
事
の
転
用
可
（事
前
連
絡
要
）》
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【
教
区
会
３
】
委
員
長
会
議
案

　
第
２
号
議
案
と
し
て「
各
委
員
会
委

員
長
会
議
の
創
設
」（
財
政
委
員
会
提

出
）
が
審
議
さ
れ
た
。
財
政
事
項
の
み

を
図
る
の
で
は
な
く
広
く
教
区
宣
教
課

題
を
対
象
と
し
、常
置
委
員
会
や
企
画

室
と
も
性
格
が
違
う
委
員
長
会
議
を
と

い
う
提
案
趣
旨
は
概
ね
理
解
さ
れ
た
よ

う
だ
。し
か
し
教
区
の
施
行
規
則
変
更

を
伴
う
要
素
を
含
ん
で
い
る
た
め
議
案

要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
と
の
指
摘
が

あ
っ
た
。議
長
判
断
で
議
案
審
議
を
中

断
し
て
時
間
を
と
り
、
提
案
者
・
質
問

者
・
常
置
委
員
長
三
者
で
協
議
し
た
結

果
、議
案
を
撤
回
し
議
案
要
件
を
満
た

す
べ
く
調
整
し
、
次
回
教
区
会
（
09
年

３
月
の
予
定
）
で
再
度
、
提
案
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

信
仰
と
生
活
委
員
会
報
告

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
11
月
27
日
）

＊
09
年
代
祷
・
信
施
奉
献
先
の
検
討
と

確
認
（
代
祷
先
２
件
追
加
）。

＊
青
年
活
動
支
援
部
会
名
を「
青
少
年

活
動
～
」に
変
更
す
る
こ
と
を
部
会
宛

に
提
案
す
る
。

＊
他
教
区
・
教
会
と
の
交
流
を
深
め
る

推
進
に
つ
き
協
議（
継
続
審
議
）。

＊
「
信
仰
と
生
活
委
員
会
」
が
各
教
会

（
実
状
）の
宣
教
・
伝
道
に
参
与
す
る
た

め
の
協
議
（
継
続
審
議
）。

＊
各
教
会
グ
ル
ー
プ
、正
義
と
平
和
協

議
会
、日
曜
学
校
ス
タ
ッ
フ
連
絡
会
、

一
粒
の
麦
の
会（
12
／
11
ラ
ン
ベ
ス
会

議
よ
も
や
ま
話
開
催
）
な
ど
の
諸
報

告
・
情
報
交
換
。

＊
そ
の
他
。

◇
教
会
委
員
合
同
礼
拝
・
祝
福
式

来
春
１
月
17
日
（
土
）
15
時
、
聖
ア

ン
デ
レ
主
教
座
聖
堂
で
。

《
今
、
こ
の
教
会
で
は
…
》

　
　
　
　
　
　
　
聖
オ
ル
バ
ン
教
会

　
今
、
当
教
会
は
大
き
な
変
化
の
時

を
迎
え
て
い
ま
す
。
教
区
の
代
表

者
、
隣
の
聖
ア
ン
デ
レ
の
メ
ン
バ
ー

と
一
緒
に
芝
公
園
敷
地
内
の
諸
施
設

に
関
す
る
将
来
計
画
を
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
結
果
は
ま
だ

出
ま
せ
ん
が
、
教
会
が
こ
れ
か
ら
変

わ
ら
な
い
事
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

私
達
は
「g

o
 
b
e
f
o
r
e
 
u
s
 
L
o
r
d
 
i
n

a
l
l
 
o
u
r
 
d
o
i
n
g
s

」
と
、
毎
週
教

会
の
将
来
を
覚
え
、
神
様
の
導
き
が

あ
る
よ
う
に
祈
っ
て
い
ま
す
。
当

然
、信
徒
の
中
に
も
、将
来
に
対
し
て

の
不
安
が
あ
り
ま
す
。
敷
地
の
再
開

発
等
に
つ
い
て
も
色
々
な
意
見
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
大
事
な
時
に

こ
そ
、
神
様
の
導
き
が
あ
り
ま
す
よ

う
に
。  

　
　（
サ
イ
モ
ン
・
ク
レ
イ
）
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【
学
び
と
働
き
か
ら
】
94

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
備
え
て

　
第
１
０
７
（
定
期
）
教
区
会
に
議

案
１
号
が
提
出
さ
れ
可
決
さ
れ
た
。

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
機
関
並
び
に

相
談
窓
口
設
置
準
備
委
員
会
」
と
い

う
長
い
名
前
の
準
備
委
員
会
の
設
置

案
で
あ
る
（
常
置
委
員
会
提
出
）
。

　
日
本
聖
公
会
第
56(

定
期)

総
会

（
06
年
５
月
）
に
お
い
て
各
教
区
で

同
様
の
機
関
を
設
置
す
る
よ
う
決

議
さ
れ
、
後
に
管
区
よ
り
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
が
示
さ
れ
た
の
も
同
総
会

期
の
こ
と
で
あ
り
、
東
京
教
区
の

取
組
み
が
遅
れ
て
い
た
の
は
事
実

で
あ
る
が
、
こ
の
度
の
準
備
委
員
会

に
て
、
仕
組
み
や
対
応
フ
ロ
ー
、
規

程
案
や
担
当
者
の
人
選
な
ど
を
急

ぎ
、
次
期
定
期
教
区
会
に
議
案
と
し

て
提
出
し
よ
う
と
い
う
の
が
そ
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
期
間
は
短
い

が
効
率
的
な
活
動
に
て
間
に
合
わ
せ

る
つ
も
り
で
あ
る
。

　
本
年
８
月
に
、
京
都
教
区
を
初
め

と
し
て
様
々
に
準
備
を
し
て
き
た
各

教
区
の
取
組
み
の
「
分
か
ち
合
い
と

研
修
の
会
」
が
開
か
れ
、
東
京
教
区

か
ら
も
２
人
の
方
が
参
加
を
し
て
理

解
を
深
め
て
き
た
。

　
今
回
の
議
案
に
は
当
初
、
常
置
委

員
会
、
人
権
委
員
会
、
管
区
女
性
デ

ス
ク
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
名

前
列
記
の
４
人
で
採
決
を
受
け
る
予

定
だ
っ
た
が
、
議
場
か
ら
数
名
の
推

薦
が
あ
っ
た
こ
と
や
そ
の
方
た
ち
の

ご
都
合
や
意
思
確
認
な
ど
を
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
議
案
に
記
名

列
記
の
人
の
ほ
か
に
若
干
名
を
追
加

す
る
こ
と
と
読
み
換
え
て
（
修

正
）
、
可
決
決
定
さ
れ
た
。

　
他
薦
者
と
は
個
別
に
あ
た
り
、常

置
委
員
会
の
決
裁
を
受
け
て
正
式

委
員
会
と
す
る
予
定
で
あ
る
。今
回

の
機
関
と
し
て
は
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
限
ら
な
い
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
全
般
を
取
り
扱
う
も

の
と
す
る
こ
と
、独
立
性
と
守
秘
性

を
大
事
に
捉
え
な
が
ら
、
教
育
・
広

報
に
よ
る
予
防
と
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

や
心
理
療
法
士
な
ど
内
部
に
と
ど

ま
ら
ず
、外
部
の
専
門
家
と
の
連
携

を
も
視
野
に
入
れ
た
面
談
や
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
と
、対
話
に
よ
る
公
正
な

解
決
の
道
筋
作
り
を
め
ざ
し
て
い

く
こ
と
と
な
ろ
う
。

　
　「
教
会
に
も
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
お

こ
り
う
る
」
の
大
前
提
に
立
ち
、
教

会
だ
か
ら
こ
そ
の
防
止
機
関
と
相
談

窓
口
が
必
要
と
感
じ
て
い
る
。

　
　
　
常
置
委
員
　
松 

田 

正 

人


